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このニュースは中央団体と県連絡会に送付しています。地域連絡会・加盟組織に送って下さい。
予算、税制関連法　強行成立増税阻止へさらに運動強化を
	２００９年度予算案と２０１１年度からの消費税増税のレールを敷く税制「改正」関連法案関連法案が３月27日、成立しました。不十分な審議にも関わらず成立を強行した自民・公明両党とともに、採決に合意して成立に手を貸した民主党の責任は重大です。増税阻止のため、４月１日を中心とした「全国いっせい宣伝行動」を大成功させることをはじめ、いっそう運動を強化し総選挙で厳しい審判を下していきましょう。
ぜいたく品にこそ課税強化を
＜中央各界連の３月定例宣伝＞

中央各界連は３月24日、新宿駅東口で定例宣伝を行ない、9団体27人が参加しました。各弁士は「麻生内閣は2011年度までに消費税増税法案を通すことを法制化しようとしているが、増税阻止の意思を総選挙で示そう」（日本共産党前参院議員の吉川春子さん）、「消費税はじめ租税公課の負担は収入の2割を超えている。家計応援の政治に転換を」（新婦人中央委員の上野美千代さん）、「社会保障のためといってきたが、消費税20年の歴史を見ればまったくウソだった。このごまかしを打ち破ろう」（農民連事務局の上山興士さん）、「貧困と格差をいっそう広げ経済を悪化させる消費税増税は許してはならない」（消費税をなくす会常任世話人の内田敬二さん）、「大企業・大資産家優遇税制をただすことで社会保障財源も生み出せる」（保団連事務局次長の岩崎茂さん）など、それぞれ訴えました。
自営業者の50代の男性は「食料品はゼロ税率にし、ぜいたく品はもっと税率を上げるべきだ。何でもかんでも増税はだめ」、28歳の男性は「不況で大変なんだから、増税はやめてほしい」、20代の女性は「子どもが一人。教育費にお金がかかっているし、負担が増えたらもう子どもは生めない」、75歳の男性は「後期高齢者医療制度の保険料は安くないのに、さらに増税では困る」と話し、署名しました。
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☆著名１０６人が署名賛同―国会で会見☆
各界連は３月27日、国会内で記者会見を行い、「消費税増税反対・減税」署名への著名人の賛同１０６人を発表しました。嶋岡千年事務局長が各地の署名運動の特徴について、署名する人が増え、対話になり、若者の関心も高まっていると述べ、３月半ばで全国の署名数が約５７０万人分に達していることを報告。全商連の西村冨佐多副会長が、消費税が滞納の多い欠陥税であり赤字でも払わされる営業破壊税であることなどを話し、新日本婦人の会の高田公子会長が20年間で消費税負担が１家庭平均２２０万円にもなり消費が失われてきたこと、低所得者に重い逆進性が家計簿調査からも鮮明であることなどを話しました。著名人の名簿、メッセージはホームページに掲載します。
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＜各地の３月行動から・続報＞
★対話になり、中学生や年配者も署名＜神奈川県各界連＞　神奈川県各界連の３月２４日の行動には、６団体20人が参加。対話になったのが特徴でした。中学生のグループが署名しているところに、引率の先生が来て「増税反対はいいことだ。まだやっていない人もやりなさい」とすすめてくれたので、対応していた民医連の事務局員は感激。また別の場所では、若い男性が寄ってきて「消費税？」「共産党は政権を取れるのか、取ってもやっていけるのか？」などと話しかけてきました。よく話を聞くと「民主党を支持していたが西松献金問題でガッカリした。もう政治は信頼できない」と政治不信があることが分かり「共産党以外は政治献金をもらって大企業にものが言えない政党ばかり。消費税増税も財界が要望しているので、署名を集めている」などと話すと、最後には「俺も増税反対だ｣と署名もしてくれました。合計、１１２署名が集まりました。

★街頭相談もあわせて訴え＜東京・北区＞　東京・北区各界連は３月24日、赤羽ララガーデン入口で宣伝行動を行いました。民商はじめ５団体から23人が参加。今回は、消費税のチラシのほかに、３月27日に赤羽駅東口で民商も参加して行う「無料街頭相談会」のチラシも配布しました。商店街の入口で横断幕を拡げて訴えながら署名を呼びかけると、１時間で、97人から署名が寄せられました。年配の男性は「本当に困っちゃうね」と署名に協力。聞けば、「今日は職探しで赤羽にきた」とのこと。さっそく「街頭相談では雇用相談もやります」と相談会のチラシを渡すと快く受け取っていました。　　　　　　　　　□
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